
荒川区における介護予防・日常生活総合事業について

対象数 訪問介護 通所介護 対象数 訪問介護 通所介護
要支援１ １，０５３人 １，３７２人
要支援２ １，０４１人 １，２２１人
サービス事業対象者 - ２１１人
合計 ２，０９４人 ２，７８４人

４５１人
（16．19％）

８５８人
（30．81％）

※２０１５年５月から介護予防・日常生活総合事業へ正式移行。サービス事業対象
者は、要介護認定以外で介護予防が必要とされた人。

2014年4月 2017年3月

６０８人
（29．08％）

６４８人
（30．04％）

№６７０
２０１７年９月２４日

発行 日本共産党区議団

℡３８０２－４６２７

fax３８０６－９２４６

ﾒー ﾙ arajcp@tcn-cat

v.ne.jp

☆町屋相談室

荒川区町屋５－３－５

℡３８９５－０５０４

ﾒー ﾙ yoko1951@aol.jp

区政報告
ニュース

昨
年
成
立
の
「
介
護
保
険
法
等
の

改
正
」
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
深
化
・
推
進
と
し
て
自
立
支
援
、

重
度
化
防
止
を
推
進
、
そ
の
実
績
報

告
や
成
果
に
基
づ
く
財
政
的
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
打
ち
出
し
、
介
護
給
付

削
減
を
狙
っ
た
も
の
で
す
。
政
府
も

国
会
審
議
で
わ
ざ
わ
ざ
「
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
阻
害
し
な
い
よ
う
」

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
内
容
を
持
っ

て
い
ま
す
。
一
方
荒
川
区
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め

と
し
て
、
地
域
ケ
ア
会
議
の
中
で
圏

域
会
議
を
実
施
、
要
支
援
者
の
個
別

ケ
ー
ス
と
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
「
自
立
」

に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
の
準
備
に
要
す
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
事
務
量
も
膨
大
で
す
。

こ
の
会
議
で
は
、
本
人
の
意
思
や
主

治
医
の
意
見
を
確
認
す
る
仕
組
み
も

不
十
分
で
あ
り
、
介
護
保
険
か
ら
の

「
卒
業
」
推
進
の
場
に
な
っ
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
、
区
の
デ
ー

タ
で
実
態
に
迫
っ
て
み
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
、
要
支
援
１
、
２
の
方
の
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

に
つ
い
て
モ
デ
ル
実
施
の
２
０
１
４

年
４
月
時
点
で
訪
問
介
護
の
利
用
が

30
・
９
％
だ
っ
た
の
が
２
０
１
７
年

３
月
16
．
２
％
、
率
で
半
減
し
て
い

ま
す
。
通
所
介
護
は
、
約
30
％
台
と

率
で
ほ
ぼ
横
ば
い
。
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
き
ち
ん
と
提
供
さ
れ
て
い
た

の
か
、
検
証
を
求
め
ま
し
た
。
第
７

期
高
齢
者
プ
ラ
ン
で
、
高
齢
者
の
み

な
さ
ん
が
尊
厳
を
保
持
で
き
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
計
画
が
作
ら
れ
る
よ
う

引
き
続
き
力
を
尽
く
し
ま
す
。

横山幸次区議のホームペー

ジ・ブログ・ツイッター

をご覧下さい。横山幸次

で検索して下さい。

裏面 敬老の日の話題、

三河島北再開発など…

９
月
20
日
、
昨
年
台
風
で
中
止
に
な
っ

た
地
域
ぐ
る
み
大
運
動
会
（
荒
川
区
高

年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
）
の
開
会
式

に
出
席
。
主
催
者
の
話
で
は
、
参
加
者

は
約
８
０
０
人
だ
そ
う
で
す
。

先
日
、
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員

の
皆
さ
ん
と
懇
談
す
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
都
内
で
老
人
ク
ラ
ブ
が
運
動
会

を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
は
荒
川
区
だ
け

だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
会
員
数
の
減
少

や
会
員
の
要
求
な
ど
生
か
し
た
活
動
の

模
索
な
ど
の
悩
み
、
ご
苦
労
も
多
い
よ

う
で
す
。
特
に
会
社
を
退
職
さ
れ
た
方

が
老
人
ク
ラ
ブ
だ
け
で
な
く
地
域
に
溶

け
込
む
こ
と
の
難
し
さ
も
語
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
要
求
や
趣
味
も
違
っ
て
お

り
、
従
来
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
だ
け

で
は
、
入
会
し
て
い
た
だ
け
な
い
の
も

事
実
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
今
日
的
役

割
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
時
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
元
気

な
高
齢
者
へ
の
支
援
と
、
孤
立
し
た
高

齢
者
を
つ
く
ら
な
い
、
支
援
の
必
要
な

方
に
手
を
差
し
伸
べ
る
…
政
治
の
役
割

も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
横
山
幸
次
）

10月２日(月)
午後６時～８時

横山区議事務所
弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。秘密は厳守します。お急ぎの場

合は、北千住法律事務所の相談日など

ご紹介します。

生活相談は、随時受付ています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

安倍政権は、「社会保障の財源」といって

消費税８％への引き上げ。しかし高齢者など

の増加による社会保障自然増分を第２次安倍

政権発足後の１３年以降、毎年５０００億円

規模の削減。その矛先は、年金の削減や医療

介護の給付抑制など高齢者に向けられていま

す。「社会保障のため」といって消費税増税

を強行しながら、社会保障切り捨てる、まさ

に「国家的詐欺」に等しいやり方です。

☆プログラム一番のパン

食い競争準備中

区
議
会
が
は
じ
ま
り
代
表
質
問
で
、
介
護
か
ら
子
ど
も
の
貧
困
対
策
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
区
政
全
般
を
た
だ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
要
支
援
な
ど
軽
度
者
へ

の
予
防
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
今
後
の
課
題
の
部
分
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



町屋 南千住 荒川 東尾久 西尾久 東日暮里 西日暮里 合計
男性 1473【1】 1595【2】 1595【0】 1291【0】 1310【2】 1094【1】 834【2】 9561【8】
女性 2383【11】 2497【27】 2497【8】 2169【10】 2171【9】 1845【11】 1418【8】 15379【84】
総数 3856【12】 4860【29】 4092【8】 3460【10】 3481【11】 2939【12】 2252【10】 24940【92】

６５歳以上 7,587 9,805 8,299 6,692 7,011 6,108 4,619 50,121

区内の７５歳以上高齢者　（【　】内は１００歳以上）   ※2017年９月１日現在

▽最高齢
男性 １０３歳 （南千住）
女性 １０６歳 （南千住、西日暮里）

交
通
死
亡
事
故
の
う
ち
75
歳
以

上
ド
ラ
イ
バ
ー
の
占
め
る
割
合
が

昨
年
か
ら
12
・
８
％
減
少
し
ま
し

た
。
免
許
証
自
主
返
納
に
よ
る
効

果
が
大
き
い
よ
う
で
す
。

減
っ
た
と
言
っ
て
も
問
題
は
根

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
「
国
鉄

民
営
化
」
は
じ
め
、

公
共
交
通
機
関
が

ど
ん
ど
ん
廃
止
縮

小
、
お
ま
け
に
郊

外
型
大
規
模
店
進

出
で
身
近
な
場
所

の
商
店
が
無
く
な

る
な
ど
、
車
が
な

い
と
生
き
て
い
け

な
い
地
域
も
拡
大

し
て
い
ま
す
。

事
故
の
減
少
が
も
ち
ろ
ん
悪
い

こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、
移
動

の
自
由
が
確
保
で
き
な
い
と
「
年

寄
り
は
外
に
出
る
な
」
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
き
め
細
か
な
公
共

交
通
の
充
実
が
、
ど
う
し
て
も
必

要
で
す
。

18
日
の
敬
老
の
日
、
長
寿
慶
祝
の

会
が
サ
ン
パ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
４
回

に
分
け
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
各
地

域
の
ふ
れ
あ
い
館
で
も
同
様
の
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
町
屋
１
～
８
丁
目

は
、
９
時
か
ら
で
、
式
典
に
続
き
藤

川
流
の
祝
い
舞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
主
催
者
、
来
賓
あ
い
さ
つ

で
は
、
長
寿
を
喜
び
「
住
み
慣
れ
た

地
域
、
自
宅
で
済
み
続
け
る
」
こ
と

の
大
切
さ
が
こ
も
ご
も
語
ら
れ
ま
し

た
。
当
然
こ
と
で
す
。
し
か
し
現
実

は
そ
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
高
齢
者
が
、
区
内
の
介
護

施
設
や
高
齢
者
向
け
住
宅
に
入
れ
ず
、

遠
隔
地
の
施
設
な
ど
に
移
っ
た
方
が

１
０
０
０
人
を
超
え
、
生
活
保
護
受

給
者
は
８
割
が
区
外
で
す
。
原
因
は
、

介
護
施
設
の
不
足
、
在
宅
介
護
も
十

分
受
け
ら
れ
な
い
結
果
で
す
。
意
に

反
し
て
区
外
転
出
を
強
い
ら
れ
る
事

態
は
、
「
尊
厳
の
保
持
」
の
侵
害
に

も
あ
た
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

荒
川
区
の
75
才
以
上
の
方
は
２
４
，

９
４
０
人
（
９
月
１
日
現
在
）
で
す
。

７
期
高
齢
者
プ
ラ
ン
で
在
宅
介
護
の

充
実
、
介
護
施
設
や
高
齢
者
向
け
住

宅
な
ど
の
整
備
計
画
策
定
と
そ
の
実

施
を
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

高齢者について…憲法、老人福祉法、区宣言は
☆憲法 第25条 すべて国民は、健康で文化的な最低限度の

生活を営む権利を有する

２ 国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障

及び公衆衛生の向上及び増進に努めなければならない

☆老人福祉法（基本的理念）第２条 老人は、多年にわたり

社会の進展に寄与してきた者として、かつ、豊富な知識と経

験を有する者として敬愛されるとともに、生きがいを持てる

健全で安らかな生活を保障されるものとする。

☆荒川区高齢者福祉都市宣言（前文省略）

一 高齢者を敬い、すべての人びとが社会の一員として重ん

じられ、人として尊重されるまちをつくります

一 自立した生活のいとなみをとおして、

生涯にわたり健康で幸せに暮らせるまち

をつくります

一 住み慣れた地域のなかに、ふれあい

と支えあいの輪をひろげ、安心して暮ら

せるまちをつくります（以下省略）

ＪＲ三河島駅北側の再開発計画では、再開発準備組合の総

会が開かれ、これまでの清水建設の他に大手不動産３社（三

井不動産、野村不動産、三菱地所）が新たな事業協力者とな

る覚書が締結されました。

事業化はこれからです。しかし旧真土小学校跡地を所有す

る荒川区が最大の地権者だけに、西日暮里駅前再開発同様、

区民の貴重な財産が区民生活に役立つような活用がなされる

のか問われます。

これまで同様、多額の税金も投入して超高層マンションと

商業施設などの開発を行うとすると、

防災性は向上しますが、保育園、教

室の需要増大や地域活性化に役立っ

たか？など問われます。地権者の準

備組合加盟率は、約７割ですが、さ

らに、隣接街

区を対象にす

る動きもあり

ます。いずれ

にしても住民

合意も不可欠

であり、今後

の取り組みを

注視したいと

思います。


